
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
概略半円形状のラウンド型共鳴箱部を有

弦鳴楽器において、前記ラウンド型共鳴箱部の後部底面に箱内方に凹む凹部を形
成したことを特徴とする弦鳴楽器の共鳴箱構造。
【請求項２】
請求項１において、前記凹部が共鳴箱部を構成する板材によって断面Ｖ字状に形成されて
いる弦鳴楽器の共鳴箱構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は弦鳴楽器に関し、特に弦鳴楽器の共鳴箱構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば図６に示すように、マンドリンやリュートに代表される弦鳴楽器Ｍは、胴部に概略
半円形状のラウンド型共鳴箱部４０を有するもので、弦Ｓを響かせることにより該箱部内
４１の空気が箱部表面側の響板４２との間で反響して、反響する音を響孔４３から外部に
伝えるものである。図において符号４４は弦留め部、４６は振動板、４７は駒である。
【０００３】
この種弦鳴楽器Ｍは、前記ラウンド型共鳴箱部４０の形状によりそれぞれ音色の変化が生
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じ、共鳴効果を高めるには一般に箱部内４１の空気量を増やせばよいとされる。そこで、
図からも解るように、前記共鳴箱部４０の底部４５を丸く深くすることがあるが、この場
合には演奏時にややもすると音色が暗くこもりがちになる傾向がある。
【０００４】
この原因について考えてみるに、演奏時には弦Ｓの張力の圧力と振動によって弦留め部４
４にヘッド方向への応力ｍがかかり、これによって共鳴箱部４０の後部底面４５には該弦
留め部４４が設けられている共鳴箱部４０の後部上面中央方向へ集中する応力ｎが加わる
。すると、共鳴箱部４０の後部底面４５は、図７の鎖線４５Ａとして誇張的に示したよう
に、応力ｎによってその後部底面４５が後方へせり出して膨らみ、共鳴箱部４０全体とし
ては図５の（５Ｂ）図のような両側がやせた細長形状４０Ａとなり、その結果音色をこも
らせたりあるいはくもらせたりすると考えられる。
【０００５】
このように、共鳴箱部４０の後部底面４５の変形は音色の発現に大きな影響を与えること
に鑑み、発明者は種々試作研究を重ねた結果、力学上この後部底面に凹部を持たせる構造
とすれば、演奏時におけるこもり音の発現を避けることができることを見いだした。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従って、この発明の課題は、概略半円形状のラウンド型共鳴箱部を有する弦鳴楽器におい
て、演奏時に音色が微妙にこもったりあるいはくもったりすることなく、明るく張りのあ
る音色を発現することができる新規な共鳴箱の構造を提案することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
すなわち、請求項１の発明は、概略半円形状のラウンド型共鳴箱部を有

弦鳴楽器において、前記ラウンド型共鳴箱部の後
部底面に箱内方に凹む凹部を形成したことを特徴とする弦鳴楽器の共鳴箱構造に係る。
【０００８】
また、請求項２の発明は、請求項１において、前記凹部が共鳴箱部を構成する板材によっ
て断面Ｖ字状に形成されている弦鳴楽器の共鳴箱構造に係る。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下添付の図面に従ってこの発明を詳細に説明する。
図１はこの発明の一実施例に係るマンドリンの斜視図、図２はマンドリンの後部底面を示
す斜視図、図３は同じくマンドリンの後部底面を示す断面図、図４はマンドリンの側面図
、図５はマンドリンの後部底面における変形を従来構造と対比して誇張的に示した概念図
である。
【００１０】
図１に示すマンドリン１０は、概略半円形状のラウンド型共鳴箱部を有する弦鳴楽器の一
例として挙げるもので、従来技術の項で説明したものと略同様の外観を有する。マンドリ
ン１０はネック部１１とヘッド部１２と共鳴箱部２０及び弦Ｓからなる。この種弦鳴楽器
（１０）は、弦Ｓを鳴らすことによって、響板１３に覆われた共鳴箱部２０内で音を反響
させ、表面側の響孔１４から箱内で反響する弦音を外へ伝える。図において、符号１５は
弦留め、１６は振動板、１７は駒、１８は弦巻、１９はそのつまみである。
【００１１】
共鳴箱部２０は、紫檀や紅葉材等の細長い板片を複数枚貼り合わせて略半円球状に形成さ
れた胴２１と、該胴２１の表面側を覆う響板１３によって形成されてなる。
そして、この発明の弦鳴楽器（マンドリン）１０にあっては、図２および図３に示したよ
うに、前記ラウンド型共鳴箱部２０の後部底面２５に箱内方に凹む凹部３０を形成したこ
とを特徴とするものである。
【００１２】
前記構造の一例としては、請求項２に規定したように、前記凹部３０が共鳴箱部２０の後
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部底面２５を構成する板材によって断面Ｖ字状に形成されているものが挙げられる。この
実施例における凹部３０の形状は、特に共鳴箱部２０の底部を構成する中央部分の２枚の
板材２６，２７を、その継ぎ目部Ｊで凹んだ凹部３０となるよう、それぞれ外向きに貼り
合わせて形成したものである。
【００１３】
このように構成した凹部３０を有する共鳴箱部２０にあっては、演奏の際に弦Ｓが引張さ
れるとその圧力および振動によって、前記のように共鳴箱部２０の後部上面中央部の弦留
め部１５に矢印ａの引張応力がかかる。そして、この応力ａは箱部２０の後部全体に後部
上面中央の該弦留め部１５方向へ集中する応力ｂとして作用する。すると、この発明構造
にあっては、共鳴箱部２０の後部底面２５が凹部３０として構成されているものであるか
ら、この応力ｂはこの凹部３０を外方へ引張る力ｃとして働く。
【００１４】
すなわち、図４の側面図及び図５の（５Ａ）図に誇張的に示したように、凹部３０が外方
へ引張されると（図示の鎖線３０Ａ参照）、共鳴箱部２０の側部が外方へ広がり共鳴箱部
２０全体としては大きく広がりをもった形状２０Ａとなる。図５の下部に（５Ｂ）として
従来の凹部を持たない共鳴箱部４０を示したが、この場合における両側がやせた細長形状
４０Ａとは大きな形状の差が生ずる。
両形状２０Ａと４０Ａの対比からも理解されるように、この発明形状２０Ａでは大きく広
がった形状となることより明るく張りのある音色を発することができる一方、従来の両側
がやせた細長形状４０Ａではこもった暗い音色となるのである。
なお、この発明構造は実施例のようなマンドリンに限定されるものではなく、ギターやバ
イオリンなど、他の弦鳴楽器にも用いることができる。
【００１５】
【発明の効果】
以上図示し説明したように、この発明の弦鳴楽器の共鳴箱構造によれば、概略半円形状の
ラウンド型共鳴箱部を有する弦鳴楽器において、力学上共鳴箱部の後部底面に箱内方に凹
む凹部を形成することによって、演奏時に音色が微妙にこもったりあるいはくもったりす
ることなく、明るく張りのある音色を発現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例に係るマンドリンの斜視図である。
【図２】マンドリンの後部底面を示す斜視図である。
【図３】同じくマンドリンの後部底面を示す断面図である。
【図４】同じくマンドリンの側面図である。
【図５】マンドリンの後部底面における変形を従来構造と対比して誇張的に示した概念図
である。
【図６】従来のマンドリンの後部底面の一例を示す図である。
【図７】図６のマンドリンの側面図である。
【符号の説明】
１０　マンドリン（弦鳴楽器）
１１　ネック部
１２　ヘッド部
１３　響板
２０　ラウンド型共鳴箱部
２５　後部底面
３０　凹部

10

20

30

40

(3) JP 3587729 B2 2004.11.10



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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